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＜連絡事項＞
・11/3（日）医療福祉学会プログラム決定の内容が来ています。

・11/3（日）集合写真　整列レイアウトが添付ファイルにて届いていますので各自確認お願いします。

・11/15（金）18：45～八戸地区認知症疾患セミナーの案内が来ています。
＜患者様連絡事項＞
・小田 タネ様～9:00～14：00スタッフ付き添いにて電気工事と自宅清掃のため外出されています。

・飯田　修子様～9:00～16：00標準負担額減額認定書の手続き、母様面会（労災病院）
自宅へ荷物を取りに行くため単独で外出に行かれています。
・倉橋　生子様～清明舎　橋本氏他1名付き添いにてソレイユ体験に行かれています。
・吉田　光良様～妹様来院し5,000円持ち込みされています。
10/23（水）10:30～24（木）15:30付き添いにて外泊に行かれています。

・山下　拓也様～退院日11/1（金）10:00の予定でしたが、14:30に変更となっています。
＜要注目患者様＞
・菅野　勝利様～昨日夕食から食事形態が変更にご飯・粗キザミになっていますが、常食に変わってもむせなく摂取する事ができています。
・高橋　義明様～自室で独語ありますがが、21時には休まれています。深夜帯3:00トイレ覚醒あり使用後は自室へ戻られていますが4:00には起床されており、独語なく経過。以後自室にて再臥床しています。日中は、小声での独語は継続して聞かれていますが目立たず日課や作業療法等は行う事が出来ています。
・滝田　英人様～日中はホールと自室往復しながら独語は継続して聞かれています。朝食後薬服用に来られた際、女性患者様が服薬終了するのを待たれていましたが、名前が入った独語が聞かれると、女性患者様から暴言吐かれていることあり、反応する事なく独語は続いていました。スタッフの声掛けによりトラブルには至らないですが様子観察して行きます。
・倉橋　生子様～食事は、各食2/3～全量摂取し、不満を訴えて来る事はありません。表情の硬さ見られています。朝食後薬服用時男性患者様の独語に名前が出てきた事で反応し、「アンタの方が頭おかしがべ！」と男性患者様に暴言を吐いていました。精神症状の観察と他者とのトラブルに注意し関わっていきます。外出時には3,000円準備し、清明舎のスタッフが声かけするもムスッと不機嫌さ見られたままソレイユへ体験外出されています。
＜Dr深澤ケース検討＞
・飯田 修子様～市役所へ標準負担減額認定書の手続き、母様の面会や自宅へと単独外出されています。
金銭面も、決められたお金1,500円持参する事で不明金なく使用出来ていますが、市役所より、娘様の平成３０年度の所得課税証明書を取り寄せる様伝えられたとの事。ＰＳＷへ連絡し市役所へ確認して頂く様依頼しています。
帰院後落ち着いて過ごされており以前のような、奇声をあげる事や粗暴行為は見られなくなっています。自己服薬管理も問題なく行えています。引き続き、精神症状の変化、身体面の観察をしていきます。
・小田 タネ様～9:00～14：00スタッフ付き添いにて電気工事と自宅清掃のため外出されています。帰院されてすぐに拒否なく作業へ参加されています。
・山下 幸子様～情緒安定にて過ごされています。帰院後も同室者との交流も見られ落ち着いて対応できています。今後も本人の訴えを傾聴し統一した関り方をしていきます。引き続き、所在確認は徹底していきます。

・夏坂 キミ様～同室者と交流見られています。診察時でも良い病棟に移してもらったと感想が聞かれていました。引き続き、精神症状の変化や身体面の観察をしていきます。
・菅野 勝利様～声掛けに発語が聞かれるようになり余暇はホールで過ごし適度に他者交流も見られています。精神症状の変化なく、作業等にも参加出来ています。動作緩慢で小刻み歩行で前屈姿勢見られていますが、転倒はなく過ごされています。夜間のトイレ利用状況を確認していきます。
・五日市 規様～壁叩きやソファーの肘叩きは殆ど見られないですが、時折、早朝覚醒や中途覚醒時は一時的に独語が聞かれていますが威嚇や易怒性なく再入眠出来ています。引き続き精神症状の変化を観察して行きます。
・松永 勘五郎様～以前とし無為的かつ自閉的であり、意欲や自発性は乏しいものの
　　　　　　　ＡＤＬは自立出来プログラムには参加出来ています。引き続き、
精神症状の変化を観察しＡＤＬの自立が維持できる様に関わっ
ていきます。

＜深澤Dr退院支援委員会＞
・小田　タネ様～今後自宅への生活について甥様へ外泊訓練を行っていき、11/4～5と11/11～12に外泊訓練を行い、11日午後から退院前訪問指導を実施して行く予定である事などを伝えています。返事は郵送か電話で連絡いただく事になっています。
・菅野 勝利様～今後の方向性として、入院前は自宅で生活していたとのことでご家族は施設入所を希望しています。ご家族と話し合い自宅か施設入所を見極めて退院後の住居を検討していきます。
・夏坂 キミ様～精神症状の変化なく、同室者との交流が密となっています。

今後の方向性として、ＡＤＬ自立を確立する為、服薬自己管理を検討していき、ご家族の希望も聞きながら退院後の居宅をＳＷと情報共有しながら進めていきます。ご家族様面会に来られた際、自宅か施設へ退院の方向性を確認していきます。
＜Dr金ケース検討診察情報＞
・大上 なみ様～現在、夜間はトイレ頻度が1～2回と落ち着いています。また、義歯を新しく作っていますが、左側の下顎部位が痛い理由で装着せず食事摂取しています。今後は義歯使用方法を検討していきます。
・巴 勇樹様～隠れ飲水等を防止の為、コップ預かりで対応しており、コーヒーの自己管理の要求聞かれていますが過度とならず対応できています。
・小笠原 文人様～夜間はしっかり寝ている事を伝えています。気分の高揚さは大分改善してきたようで自己服薬管理も問題なく行えています。
＜金Dr退院支援員会＞

井上 和美様～退院に関しては消極的な発言が聞かれています。

ご家族との外出に関して本人より腹部不快感が軽減したら考えるとのことだったので訴え聞かれないため、気分転換を考えて外出を検討していきます。

